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シ ン ガポ ー ル の ｢家庭｣ における言語使用状況* 1
- 1990年セ ンサ ス の 分析を中心 に -
小 林 和 子
( 平成7年10月31日受理)
要 旨
1965年の独立以後短期間のうちに 驚異的な経済発展をなし遂げ, ア ジ ア の 奇跡と注 目 され る シ ン ガ
ポ ー ル は
, 多民族 ･ 多言語国家と し て よく知 られ て い る｡ 独立 後の 国家建設事業にお い て . 国民統合
は , 国家建設の 中心課題と され , 政府は多言語政策 (四 つ の 公 用語の 制定) 並 びに 二 言語教育を推進
して きた ｡ 英 語と華語 ( 標準中国語) の 二 つ の 公用語は特に重視され て きた ｡ 英語は すで に行政 , ど
ジネ ス , 教育な ど社会の さ ま ぎま な分野 で動か し難 し い 優位を保 っ て い る ｡ 最大 の 民族集団 で ある華
人 (中国系) に 対し て は , 中 国語方言か ら華語 - の転換奨励政策が実施され て きた ｡ し か し , シ ン ガ
ポ ー ル の 言語状況の 全体像を理 解し , ま た そ の 言語計画 ･ 政策を評価するに は , 公 的な分野以 外の ,
より私的な言語使用領域の 事情を理解する必要がある ｡ 本稿 で は , 1990年の セ ン サ ス (国 勢調査) に
あらわれた シ ン ガポ ー ル の ｢家庭｣ に おけ る言語の 使用状況の推移と 卦兄を分析すると と もに , 70年
代末以 降80年代を通 し て重点的に 推進され て きた公 的言語政策が家庭と いう最も私的 な領域 の 言語使
用 にお よ ほ した影響に つ い て 考察する ｡
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1 はじめに
1965年の マ レ ー シ ア か らの 分離 ･ 独立後 ,
外資導入を軸とする積極的な工業化政策を採
用 し, 強力な指導者の下で の政治的安定によ っ
て急速な社会 ･ 経済発展を遂げ, ア ジアN I ES
(新興工業国 ･ 地域) の 一 員 と し て 注 目を集
める シ ン ガ ポ ー ル は , 世界で も有数の多言語
地域 マ レ ー 半島l) の 南端に位置す る都市 国家
で ある ｡ わずか641kn号の 国土 に 四 つ の 民族を
擁する多民族国家シ ン ガ ポ ー ル の言語状況は ,
言語学の 分野に 限らず , 多くの 分野の 研究者
の 関心を集め て 来た '2 .
シ ン ガ ポ ー ル の 総人 口2 71万人の 民 族構 成
は , 中国系 ':-780/. , マ レ ー 系140/. , イ ン ド系
7 %, そ の他 1 % とな っ て い る2) ｡ し か し こ
の 民族構成よりさら に複雑なの がその 言語構
成で ある ｡ 各民族 グル ー プはさ らに 幾 つ か の
言語集団か ら構成され , 現在政府が指摘する
だけで も四民族の 言語集団の総数は20を越え
る3) ｡ 独立当時 , こ の ような多種多様 な言語
使用 から成る社会を , 一 つ の 国民と して まと
める こ とが 国家建設の 中心的課題 と され た4)
こと は容易に理 解で きる ｡ 多言語状況は , と
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りわけ言語集団間の棲み 分けが は っ きりして
お り互 い に反目も見られた 当時の多言語状況
は , 円滑な意思疎通を阻害する克服す べ き問
題で あ っ た ｡ 民族意識に 代わる新たな国民意
識の 滴養を図り , 社会の 成員同士 の 円滑な意
思疎通を可能にする シ ス テ ム の創出を目指す
ため に , 政府 は ｢多言語主義｣ を言語計画の
根本原理と して 採用 し だ)｡ 幾 つ か の 共通語
(1ingu a fr a n ca s) を指定 し, こ の 多言語 メ
カ ニ ズ ムを通じて 一 定 レ ベ ル の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の ｢ 統合｣を図ると い う現実的な政策
を選択 したの で ある ｡ その た め に政府は , マ
レ ー 語 , 華語
*4
, タ ミ ル 語及び英語の 四言語
を憲法に お い て 公用語 と定め , うち マ レ ー 語
に は国語の 地位を与えた ｡ こ れ ら四言語 は法
的に は平等に扱 われ る べ きと規定されて い る ｡
しか し , す べ て の 公的分野 にお い て 四公用
語を完全 に平等に取り扱う こと はほ とん ど不
可 能に 近 い こと で あ っ て , 実際に は こ の 多言
語政策は , 社会の 具体的な分野に 応 じた さま
ざまな政策調整を加えながら実施されて い る ｡
四公用語の 法的地位に 序列はな い が , こ れ ら
の 四言語に は分業とも呼ぶ べ き役割分担が定
着して い る ｡ 国語と して の マ レ ー 語は , シ ン
ガ ポ - ル が マ レ ー シ ア の - 州で あ っ た歴史の
名残りとも言う べ きもの で , 国歌などの 儀礼
的な使用 に 限られ て い る ｡ 英語 はシ ン ガポ ー
ル の 公的表現 に 従え ば
`
w o rking la Ⅲgu age
'
とされ , 立方 , 司法, 行政 , の 分野の記録は
す べ て 英語で 行われ る ｡ 経済の 諸分野に お い
て も英語 は極め て 重安な言語 とな っ て い る ｡
他 の 三 つ の 公用民族語 は
`
m othe r tongu e
'
(母語)
◆5 と称され , 所属民族の 指定 ･ 固定の
機能を果たすもの とされ, 教育, マ ス ･ メ デ ィ
ア な どの 分野で , 極めて 周到 に考慮され た公
的な意図に か な っ た学習 ･ 使用配分が見られ
る ｡
シ ン ガ ポ ー ル の 言語状況が言語学以外の 分
野の研究者の 関心を強くひ きつ けて い る こと
はす で に ふ れ たが , 言語学また はその 関連分
野に 限 っ て 言えば , その 理由は単に その 言語
状況の 多様性に の み あるの で はな い ｡ こ の 国
以上 の 多言語状況に ある地域 ･ 国家は他に も
あるか ら で ある ｡ 最大 の理由は , 政府の 明確
な目的意識に 支えられ た言語政策が人々 の 言
語使用 ･ 習慣を い か に大きく変えるか , また
は変えな い か , い わば言語の 実験室とも言え
る条件を この 国に 見出すか ら で あろ う ｡
2 80年代の 公的言語政策と家庭におけ
る言語使用状況調査
本章で は シ ン ガポ ー ル の 公的言語政策のう
ち , 80年代以 降推進され て い る二 つ を とりあ
げ概観する とともに , 家庭と いう最も私的な
言語使用 領域に お ける状況の検証作業の枠組
み に つ い て 若干の 解説を加えるこ とと した い ｡
第1章 で述 べ た とおり政府は独立当 晩 多
言語主義をその 言語計画の 基本原理と して 採
用 した ｡ こ の 原理は二言語数育という形をと っ
て 学校教育に お い て 最も明確 に示されて い る ｡
こ の 二 言語教育に は , シ ン ガ ポ
ー ル 固有の 意
味が付与され て い る ｡ それ は単に 任意の 二 言
語 で は なく , ｢英語 とそ の 他 の 公用 民族語の
うちの 一 言語｣*6 と いう 意味 で あ る ｡ 独 立後
急速な経済発展を続ける 中で , 英語は個人の
社会経済的上昇 , 国家 の経済成長に と っ て 有
利で あると いう印象が決定的に な っ て い く｡
従来教授言語別に編成されて い た学校は次第
に複数言語校 , 英語校 に 変わ っ て い っ た ｡ 二
言語の 能力を獲得させ るた め , 60, 70年代を
通 じて さま ざまな施策がと られ たが , 1980年
の初等学校入学者か ら実施され た新 し い 教育
制度
暮7 は英語重視をさ らに 明確に した ｡ こ れ
は従来教授言語別 に児童生徒を分けて い た方
法 に代えて , 能力別に振り分け効率的な教育
を行うと いう発想 に基づ い て い る ｡ 英語を第
一 言語 , 民族語を第二言語と し , 初等学校第
三 学年終了時の 試験 に より三 つ の コ
ー ス に 振
り分ける ｡ 最も上位の コ ー ス は英語 , 民族語
をともに 第 一 言語 レ ベ ル で 学習 , 次位 の コ -
シ ン ガポール の｢家庭｣に お け る言語使剛犬況
ス は英語を第 一 言語, 民族語を第二 言語 レベ
ル で 学習, 最~F位の コ ー ス は英語の み を学習
する と いう もの で ある ｡ 英語はまた道徳 , 公
民な どを除く科目の 教授言語として 優勢に な っ
て い っ た ｡ 1987年の 初等中等学校の 完全統合
はそれ まで わずか に残 っ て い た民族語校を廃
止 した6) ｡ すで に70年代で も民族語を教授言
語とする学校の 英語校 - の 転換 は次第に 進ん
で い た し, さ らに80年入学者か ら実施され た
新初等学校教育制度で英語の 第 一 言語化がす
すめ られ て い た訳で , こ の統合は新たな政策
と い うより , 既成事実の 追認 と言う べ き施策
で あ っ た7)｡ 現在 , 第 一 言語を何語 に する か
と い う選択は全くあり得ず , 全児童生徒 が英
語を第 一 言語と して 学習して い る ｡
学校教育 に おける英語重視が 決定的に なり
つ つ あ っ た頃もう 一 つ の 言語政策が 一 般社会
向けに 実施さ れ始め た ｡ リ ー 首相の 提唱に よ
る ｢華語を話そう 運動｣8)で ある ｡ こ れ は79
年9月か ら開始さ れ , 毎年 1か月 の聾語使用
普及キ ャ ン ペ ー ン 月間を設けると いう政府主
導の プ ロ グラ ム で あり, 現在も継続され て い
る ｡ そ の 目的は , まだ大多数の 中国系国民が
日常生 活で 使用 して い る方言を華語使用 に 変
え , 最大民族 グル ー プ で ある 中国系国民の 共
通の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を確立する こ と に あ っ
た ｡ また教育的観点に 立 て ば , 中 国系 の子 ど
もはそ れぞれ の 方言を母語と し, 学校 で英語
と華語を学習しなけれ ばならず , これ は三 つ
の言語の学習と い う大きな負担 に なる ｡ その
結果 , 英語も華語も , 方言 ですら 中途半端 に
しか使えな い , と い っ た状況をが生 まれ , こ
れ に対する憂慮も表明さ れた ｡ また英語重視
に よる西欧化の 行き過ぎを正 し , ア ジ ア の 価
値観 ( 儒教倫理項目が言及される ことが多い)
を保持させる こともその 目的に 含まれ た ｡ ま
た80年代末か ら は , 中国との 経済政治関係の
改善 にも役立 つ と い っ た実利的な意図も加え
られるよう に な っ た ｡ 華語普及キ ャ ン ペ ー ン
は政府諸機関 , コ ミ ュ ニ テ ィ ･ セ ン タ ー な ど
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の 連携に より , 公務員の 窓口の 対応 にお ける
華語の 使用 , 地名 , 人名の 表記の 統 一 な ど多
くの 社会生活の 場で推進され て い るが , 中で
も大きな影響を与えて い る の がメ デ ィ ア によ
るもの で ある ｡ SBC(シ ン ガ ポ ー ル 放送) は
人気の 高か っ た中国語方言の ドラ マ や コ マ ー
シ ャ ル を廃 し, 香港 な ど諸外国か らの 輸入 ド
ラ マ を華語に 吹き替えたりして こ の 運動の 一
大推進力とな っ て い る ｡
以上 の 二 つ の 公的言語政策は 人々 の 言語生
活に どの ような影響を与えたで あろ うか ｡ シ
ン ガ ポ ー ル で は国民の言語使用に つ い て , 政
府横関 (特に教育省), 新 聞な どが 時々 調査
を実施して そ の結果がよく報道され るが , 最
も包括的な調査は10年 ご とに 行われ る セ ン サ
ス ( 国勢調査)で ある ｡ 1980年以降の セ ン サ
ス は国民の 家庭で の 言語使用 に 関して 実に 詳
細な 質問項 目 に 回答さ せ て い る ｡ ちなみ に
1 9 0年の場合は , 全四冊 に まとめら れた セ ン
サ ス 報告書の うち-一 冊 を ｢ 識字能力･ 言語使
用 ･ 教育｣ に あて て おり , こ の-一 冊の 中の11
7項目の うち82項 目が言語使 用 に 関する もの
で ある ｡
セ ン サ ス 調査 は回答者の 記入報告に 基づ く
も の で あり, 第三 者の 観察は全く含まな い も
の で ある ｡ 言語使用の 研究と して は これを鵜
呑み にする こ と は い ましめなければならない ｡
しか しながら, 対話の観察による いわゆるフ ィ ー
ル ド研究は数も対象言語 ･ 場面も限られ て お
り , また研究者の 意図に大きく左右され ると
い う難点がある ｡ 包括的な , それも最も見え
に くい 家庭 内の 言語使用 に 関する情報を与え
てくれ るセ ン サ ス調査の 意義は大き い ｡ さら
に 詳細な研究 ･ 分析の 基本資料と して , また
他の 使用領域に お ける言語状況に 関する研究
の比較材料と して の 価値も決 して ′トさくはな
い ｡
3 家庭における言語使用状況
この 章で は シ ン ガポ ー ル の 家庭 と い う私的
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言語使用 の 状況を以 下 の 四 つ の 側面 に焦点を
あて つ つ , 詳細 に見て い く こと とする ｡ すな
わち , 1 . 家庭 に おける主要言語 , 2 . 家庭
における使用言語 ( 複数を含 む), 3 . 家庭
に おける使用 言語の 交替 (世代間比較), 及
び 4 . 家庭に お ける使用言語と社会 ･ 経済的
地位と の 相関関係 , で ある ｡ 分析は主と して
90年セ ン サ ス に 報告さ れて い る現況を対象と
し2) , 本稿中の表も表 1を除き , 90年 の 続計
数値 に 関するもの で ある ｡ 80年セ ン サ ス , ち
しくはそれ以前の デ ー タと比較する場合は ,
それ らの デ ー タ は文中に お い て 言及した い ｡
3.1 家庭に お け る主要言語
家庭に お ける主要言語 と は , ｢ 家族の 大多
数が家庭 と話す際に 最も頻繁に使用する言語｣
と定義 づ けられ て い る ｡ こ こ で留意して おく
ベ きこ と は , こ の定義 に応 じて 報告さ れた言
語以外の 言語を使用 し ない , と いう こ とを意
味 しな い と いう こ と で ある ｡ 家庭内で使用す
る言語の 選択 に は , 話 し手の 言語運用 能力の
みならず, 聞き手の 理解する能力も大 い に 関
係する ｡ ある言語を使用するか らと い っ て ,
その 言語が話 し手の 最も運用能力の 高 い 言語
と は限らな い し , その 他の 言語の 運用能力が
無 い と い う こと で もな い ｡ 以上の 定義に基づ
い て 調査され た家庭 内の 主要言語の 分布状況
は , シ ン ガポ ー ル 社会の ｢母語｣ の 分布状況
に 相当近 い もの と見徹すこ とが で きる ｡ なぜ
な ら家庭内で 最も額繁 に語られ , 耳に する言
語 は , 通常 , 子 どもの 社会化に お い て 使用 さ
れる言語で あり , 従 っ て 言語学的に定義すれ
ば
, 習得する最初の 言語で ある可 能性が高 い
か らで ある ｡
表1 シ ン ガポ ー ル の 民族構成及び家庭内使用主要言語構成
a)
























































e) 10.2 23.7 13.l 30.0 0.3 1.4
中国言吾方言 r) 59.5 38.2 76.2 48.2 0.1 0.7 2.1




9 6.7 94.1 8.6 1L1.1 3.7 1 7.4
8.1
タ ミ ル 語 3.1 3.0 52.2 43.5
そ の 他 1,7 0.7 1.0 0.1 1 4.9 7.9 25.5
a) 引用文献 1) p p. x vii-x viii. 掲載 の 総括表より抜粋｡
b) 外国人 ( 雇用･ 労働許可証保有者 , 留学生 , 長期滞留者な ど ;1990年31万 人) を含ま な い ｡
c) 民族間婚姻によ る子は , 父親 の 属す る民族集団に 区分され る ｡
d) 1 人世帯及 び非血 縁世帯を除く ｡
e) 標準中国語
f) 中国語方言に つ い て , 引用文献 1) の諸表はさら に①福建語 , ②潮州語 , ③広東語 , ④そ の 他 の 方
言の 4 つ の 下 位区分を示 し て い るが , 本稿は中国語諸方言の 相対的比重を知る事を主眼とするもの で
はな い の で , 内訳は割愛して い る｡ 以 下 の諸表に つ い て も同様で ある ｡
シ ン ガ ポ ー ル の｢ 家庭｣にお け る言語使剛 犬況
表1 は シ ン ガ ポ ー ル の 人口 ･ 民族構成 ･ 家
庭内使用主要言語 を示 したもの で ある ｡ こ れ
に よる と , 80年から90年の10年間に民族構成
に は大き な変化は認められ な い ｡ しか し, 衣
庭の 主要言語に つ い て は , い く つ かの 大きな
変化が指摘 しう る ｡ 全体的に 見る と , 中国語
方言の 使用 が大きく後退し, 代わ っ て 英語及
び華語使用の増加が目立 つ ｡ これを民族グル ー
プ別に 見ると この 変化が さ らに 際立 つ ｡ 中国
系民族の 家庭に お い て t 中国語方言の 便伺は
80年の76 % か ら48 %へ と劇的に減少 した ｡ 英
語の 使用は10 % から21% へ , 華語の 使用 は13
% から30% へ と増加 し, こ の 英語と華語 の増
加を合計した分が方言使用の 減少分に あた っ
て い る ｡ 英語の 使用 は , マ レ ー 系 に お い て も
2% から6 %に , イ ン ド系に お い て も24% か
ら3 4%に 上昇 して い る ｡ マ レ ー 系は他の 民族
グル ー プと比較する と , 最も安定 した民族語
の維持がみ られ言語的な同質性を保 っ て い る
こ とが 明ら かで ある ｡ こ れに 比べ イ ン ド系は
もともと多様 な言語集団か ら成 っ て い るの が
特徴で ある ｡ 英語の 使用が増加 した こ との 他
に , そ の 他の 言語の 使用が減少 した こ と , さ
ら に マ レ ー 語の 使用が増加した こ とが注目さ
れ る ｡ こ れ は , イ ン ド系 の 回教徒 (India n
M u slim s) の マ レ ー 文化 - の 同 一 化が さら に
進ん だ ため で ある9) ｡ シ ン ガ ポ ー ル 社会 に お
い て イ ン ド系民族は最も小 さ い 民族集団で あ
る ため , タ ル ミ語は公用語 と して も弱 い立場
に あるが , イ ン ド系民族集団内部の運用語と
して も弱 い と言える ｡
総体的に 見て , 80年から90年に か けて の 家
庭 に おける英語の 使用 の増大は , 70年代 ･ 80
年代を通 じて 推進され た学校教育に おける英
語の 重視の 影響で あり, 中国系の 家庭 にお け
る華語の 使用の増大は , ｢ 華語を話そう運動｣
の 影響 , 学校教育に お ける第二 言語の 教育の
徹底の 結果で ある こ と は明らか で ある ｡ 1957
年の セ ン サ ス で英語を母語と回答 した者が 国
民の 1 %, 華語と 回答 した 者が わ ずか0.1%
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で あ っ た事実10)を考えると , シ ン ガポ ー ル 社
会に おけ る言語使用 の急速な変化と公的言語
政策の 影響力の 強さ に驚嘆する ｡ と同時に ,
表 1 に示さ れた家庭の 主要言語の 現在の 状況
は
,
シ ン ガ ポ ー ル の 多言語状況を改めて 認識
させて くれ る ｡ い かなる言語/ 方言も単独で
国民の30 % 以上 が使用するもの はな い ｡ 中国
語方言は合計する と今なお最大の 使用が見ら
れ るが , その 中の 最も優勢な福建語の 使用 に
して も単独 で は全体の18 %にと どま っ て い る ｡
3.2 家庭に お ける使用言語 (複数を含 む)
3.1 にお い て は家庭内の 主要言語の 推移 と
現状を見た ｡ しか し , 主要言語の調査は , 一
つ の 言語を選 び回答させ る こと に より , 他 の
言語が併用 され て い る 実態を排 除せ ざる を得
な い o その ため , 家庭に お ける言語使用 の 実
情の 全体像を示す デ ー タが さら に 必要とな っ
て くる ｡ シ ン ガポ ー ル の 家庭で は , 家族同士
の 会話 にお い て さえ複数の 用 語が使用 され る
の は決して珍 しくな い情景で ある , と はよく
言わ れ る こ と で ある ｡ たとえば I9 , 福建語し
か話さな い 祖父母 , 華語 で学校教育を受け,
英語もかなり使える両親 , そ して英語で教育
を受け , 華語 は学校 の 第二 言語 で学ん だ程度
の 力に と どまる子の 三 世代が話す時は , 対話
の 相手に よ りコ ー ド選択 ･ 切換えを行い つ つ
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を成立させ て い る ｡ しか
し , こ の ような情景が シ ン ガポ ー ル の 家庭全
体の どの程度 に見られる の か は , 即座 に は判
断 し難 い ｡
表 2 は , 5歳以上 の 国民 を対象に家族間の
会話 に使用する言語 , または言語の 組み合わ
せを示したもの で あり, 家庭 内の 言語全体像
に かなり近 い デ ー タ で あると言える ｡ 同表に
よ ると , 82% が 一 言語使用 , 二 言語 , 三言語
使用 は合わせ て18 %で ある ｡ 平均4.2人 (90
年の 平均世帯規模) から成る家庭 に お い て ,
二 言語以上 使用者が全体の18 % にの ぼ る と い
う事実は, シ ン ガポ ー ル の多言語状況を示す
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表2 家庭内使用言語 (5歳以上 人 口)
a'
･ト 林 和 子
使 用 言 語 計 中 国 系 マ レ
ー 系 イ ン ド系 そ の 他
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
一 言 語 使 用 82.3 79.5 95.5 87.3 94.3
英 語 13.3 13.2 3.8 25.4
14.4
66.4










タ ミ ル 語 2.7 40.3 0.1
中 国 語 方 言 -33.7 0.2 1.9
そ の 他 0.6 0.2 7.1 5.4
二 言 語 使 用 17.2 . 4.4 1 2.6
1.5
5.6
英 語 & 華 語 1.7 2_2 0.4
英語& マ レ ー 語 0.8 0.1 4.2 2.7
英語& タ ミ ル 語 0.5 7.1 0.1
英語&非公用 語 5.2 6.3 3_9 1.9
華語 公 語
8.5 0ー4華語&非公用語 10.7
その 他の 二言語 0.5 0ー6 0.2 0.1 0.1
三 言語以上使用 0.5 0.6 0.1 0ー1
絶 入 (人) 2,367,884 1,864,886 32 ,502 159,040 23,456
a) 引用文献 1) p.106. Table40から作成 ｡
もう 一 つ の 指標で ある ｡
民族 グル ー プ別に 見る と , マ レ ー 系が
一 言
語使用者が最も多く , 960/. , うち マ レ - 語使
用 が9 20/. で ある ｡ こ れ に次 い で
一 言語使用者
が多い の が , その 他の グル ー プ で , 66 % が英
語使用者で ある o イ ン ド系 , 中国系 は複数言
語の 使用の 比 率が高くな っ て い る ｡ 中国系に
つ い て 見ると 一 言語使用は800/o で , 民族グル ー
プ の 中で 最も低 い ｡ 使用言語別の 内訳は , 莱
語が13 %, 華語が23 %と な っ て い る ｡ 方言使
用者は43o/. と今なお最大グル ー プ で ある ｡ こ
こ で これ らの 数値 に対応する80年の デ ー タ に
言及すると , 一 言語使用者は全体 の69
0/. , う
ち方言使用者が58 %で あ っ た ｡ 英語 , 華語の
使用は い ずれも5 % で あ っ た ｡ 80年か ら90年
に かけて の10年 で英語, 華語の 使用の 増大が
目立 つ が , 伸び は華語に お い て よ り大きか っ
た こ とが分かる ｡ 複数言語使用 は21% , 二 言
語使用 のうち で は華語と非公用語 (中国語方
言) の組み 合わせ が最大 , 次 い で 英語と非公
用語の それとな っ て い る ｡ 現在 , 中国系 に お
い て 複数言語使用 は他の い ずれ の 民族グル ー
プより高 い ｡ と は言え80年当時の 中匡1系の 複
数言語使用は32% で あ っ た ｡ 中国系の 家庭の
モ ノ リ ン ガ ル 化が徐々 に進行 して い る と言え
る ｡ イ ン ド系 に つ い て は , 一 言吉引吏用力唱7
0/.,
うち , タ ミ ル 語が40% , 英語が2 5% , マ レ
ー
語 が14% , その 他の (お そ らくイ ン ド系の)
言語の 使用が比較的高 い o
3.3 家庭 に お ける使用言語の 交替
(世代間比較)
1965年の 独立から1990年まで の シ ン ガポ ー
ル の 公的言語政策は , 多言語主義 , 二言語数
育と いう 二 つ の 原則に 貫か れて い る｡ しか し,
その 実施に は , 特 に学校教育の 場 に おける二
言語教育政策の 実施内容に は , 現実的な対応
とも言う べ き幾 つ か の 変化が あっ た ｡ こ の こ
と は , 国民が受けた学校教育の年次によ っ て ,
学校で 受けた言語教育の 内容が相当に違うも
の に な っ た と いう こと を意味する ｡ 他の 国に
お い て も勿論教育の 内容 は時代に よ っ て 異な
シ ン ガーポ ール の｢ 家庭｣に お け る言語任用状況
るもの となるが , シ ン ガポ ー ル の場合は , そ
れが短 い 時間の 間に 起こ っ た こ と , カ リキ ュ
ラ ム 全体 に 占め る言語教育の 比重が極めて 大
きい こ と , 言語の 能力が単に 言語能力に と ど
まらず , 上級学校 へ の 進学に 際 して の学力証
明の 材料と して 扱わ れた こ とか ら , 言語教育
こそ が学校教育の 重要な部分を代表するもの
で ある こ とに 注目 しなければ なら な い ｡ 従 っ
て , シ ン ガ ポ ー ル に お い て は , 言語背景 ･ 能
力に 関して , 世代 (また は年齢) に よる相違
が より大きい もの と予想しう るの で ある ｡
表 3及び表 4は , 家族の メ ン バ ー を幾 つ か
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1.6.3 1 4.5 14.3
3.2 2.5 2.1
1.1 0.5 0.4
81,398 554, 14 511,182
a) 引用文献 1)p.114, 116, p .121;Tables47,
49, 54か ら作成 ｡
表3 家庭内の対話相手別使用言語 (成人層)a)
親 兄弟姉妹 配 偶 者 千 孫
計 100.0 100. 100.0 100.0 100.0
英 語 6.2 19.9 19,5 19.0 5.2
華 語 7.8 14.2 21.7 26.7 ll.1
中 国 語 方 言 66.0 47.8 40.6 36.3 60.7
マ レ ー 三Eロ コー 15.4 14.5 1 4.4 14.4 18.1
タ ミ ル 語 3.7 3.1 2.9 2.9 3.6
そ の 他 0.9 0.5 0.8 0.7 1.2











の カ テ ゴ リ ー に分け , 会話の 相手別に使用 す
る言語を調査 したもの で ある ｡ 表3 は , 主と
して 成人層と呼べ る層を対象と した会話相手
別使用言語に関する デ ー タ で あり , 表 4 は ,
5歳以上 の就学者 ( 青少年層) を対象と した
それ で ある ｡ こ れら の 二 つ の 表の比較により,
新旧両世代の 相手別便用言語の 比較検証が 可
能とな る ｡ 表3 及び表 4 は , い ずれも該当す
る カ テ ゴ リ ー の メ ン バ ー をもつ 者の み を調査
対象に して い るの で , それ ぞれ の 該当欄の 総
数は異 なる 集団 ( 一 部は重なる に して も) で
ある ｡ 従 っ て , 同 一 人物 が相手別 に どの 言語
を選択 ･ 使用す る かを追跡 したも の で は な い
こ とに 注意 しなけれ ばな らな い ｡ 厳密 な意味
で は , 比較可能性 は低くなる ｡ しかしながら ,
シ ン ガポ ー ル の社会に お い て , 特定の 家族カ
テ ゴ リ ー の 者と話す時の 使用言語の 世代間相
違, すなわち言語の 交替に 関する社会言語学
上 の デ ー タ と して の 価値はあろう ｡
まず表3 に より, 成人層 に つ い て 見て み る
と , 中国語方言の 使用が親と の会話に お い て
66% と最も多用 され , そ の 比率は , 兄 弟姉妹
の48% , 配偶者の41% , 子の36 %の 順 に低く
なる ｡ 一 方華語は親との 会話で の 8 0/o か ら兄
弟姉妹の140/o , 配偶者の220/o , 子の270/o と順
次高くなる ｡ 英語の場合は , 親との 会話 で の
6 0/. か ら兄弟姉妹の200/o と 一 挙 に高く なる も
の の , 兄 弟姉妹 , 配偶者 , 子の 3 つ の カ テ ゴ
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リ ー 間の 相違 はほ と ん ど見られな い ｡ 孫と の
会話 に使用する言語の 調査対象 は , 表3の 諸
欄のうち最も高齢者層と考えられ るが , や は
り中国語方言の 使用が高 い ｡ しか し華語の 使
用は親との 会話 の場合よりも高くな っ て い る ｡
こ れ はおそ らく話 し手の 言語運用能力より聞
き手 (蘇) の理解力 に配慮して い るた めと推
測され る ｡ マ レ ー 語 , タ ミ ル語 に つ い て は ,
会話の 相手別の 差異は あまり見ら れな い ｡ 次
に 表4 により青少年層の場合を見る と , 中国
語方言の 使用 が祖父 母との 会話 で59 %, 親の
25% , 兄弟姉妹 の18 % と低くなる ｡ 華語の 使
用 は 祖父 母との 会話 で の1 5%から親の39 %,
兄弟姉妹の41% - と増大 し, 英語の 使用 もほ
ぼ似 た傾向を見せ て い る ｡ 華語 は青少年層の
親または兄弟姉妹との 会話 に お い て 最も多く
使用さ れる言語 とな っ て い る ｡
家庭の 内部 にお い て も会話の 相手 に より ,
使用言語の 選択が行わ れて い る こ と , また成
人層に お い て も会話の 相手が若 い世代に なる
ほ ど, 方言使用が後退 し, 英語及び華語の 使
用 が高ま っ て い る こ と , 青少年層にお い て は ,
相手が祖父母の 場合を別 にすれ ば , 方言使用
がさ らに 大きく後退 し , 英語と華語の 使用 が
高ま っ て い る こ と , 華語の 使用者が最大で あ
る こ とが明らか で ある ｡
3.4 家庭 に お け る 使用言語 と社会 ･ 経済 的
地位の 相関関係
3.1 から3.3 で は シ ン ガ ポ ー ル の 家庭 で 使
用さ れる言語 に つ い て , 民族 , 世代 , 会話の
相手な どを中心に その推移 ･ 現況を見て きた ｡
本章で は家庭 で使用 される言語と社会 ･ 経済
的地位との 関連を探る ことにする ｡ シ ン ガポ ー
ル の 学校教育 は基本的に は少数の エ リ ー トを
効率的に養成する こ とを 目指 して おり , 初等
学校第四学年と いう早い段階からの能力別コ ー
ス 振り分けが実施され て い る ｡ こ の 振り分け
試験 , そ の後 に続く上級学校 - の 進学 , い ず
れ にお い て も, 言語能力 , より正確に 言えば
英語の 能力が学力判定の 大きな部分を占め る ｡
独立以 後の シ ン ガ ポ ー ル の 二 言語教育に は ,
具体的な実施方法 に い く つ かの 変遷 はあ っ た
が , 英語 が 一 貫 して 重視さ れ , その 傾向はさ
ら に強ま っ て い る ｡ 初等中等教育で 学習する
第 一 言語 が英語で あり , 主要教授言語が英語
で あり , 高等教育 の 唯 一 の教授言語が英語で
ある ｡ 高 い学歴を要求する職業分野に は い ず
れも英語 の 能力な しで は参入 でき ない 社会な
の で ある ｡ 社会的威信の 高 い 職業は当然 の こ
と ながら良 い 収入 をもたらす ｡ 個人 の 言語能
力を育成する の は学校数青ばか りで なく, 個
人が所属する家庭の 言語環境もまた大きな影
響 を与える ｡ 家庭の 言語環境と その 社会経済
的地位の 間に は どの よう な関連があるだ ろう
か ｡ こ こ で は , 社会 ･ 経済的地位の 指標 と し
て
, 世帯主の 学歴と収入 の 二 つ をとりあげて
見て い くこ と に した い ｡









計 100. 100. 100. 100. 100. 100.
英 語 19.2 7.5 12.8 33.2 46.7 57.7
華 語 23.6 17.3 28.6 25.8 26.6 24.7
中国語方言 39.4 58.7 35.2 23.0 18.9 13.5
マ レ ー 語 14.3 13.1 19.2 14.7 5,4 1.3
タ ミ ル 語 2.9 2.9 3.7 2.5 1.4 1.0
そ の 他 0.6 0.5 0.5 0.8 0.9 1.8
総数 (人) 2,366,211 872,954 70.514 443.8 7 174,729 104,177
a) 引周 文献 1) p.102. Table36 か ら作成｡ 学生 が世 帯主の 世帯 を除 く ｡
b) 初等教育末終了を含む ｡
c) 前期中等教育末終了を含む｡
シ ン ガ ポ ー ル の｢家庭｣に お け る言語使 剛犬況
表5 は学歴別の 家庭 の 主要言語. 表6 は学
歴 別の 家庭の 使用言語 (複数を含 む) を示 し
たもの で ある ｡ 表 5 は世帯主の 最終学歴と家
庭で 使用する主要言語の 間に 明らかな相関関
係がある こ とを示 して い る ｡ 華語の 場合 , 学
歴 ｢ 無｣ と比 べ て , そ の 上 の ｢初等教育終了｣
で 大きく伸 びて い るが
, それ 以上 の学歴で は
25%前後に と どま っ て い る ｡ 英語に つ い て は.
学歴 が高くなれ ばなる ほ どその 使用が高まり,
｢ 大学教育終了｣ で は58 %に まで な っ て い る ｡
一 方中国語方言の場合は , 英語と逆 の傾向す
なわち, 学歴の 上昇 に つ れ , 使用者が減少す
る ｡ マ レ ー 語もこ れと 同じ傾向が 見られる ｡
しか し, マ レ ー 系 の場合は , そもそ も後期中
等教育以上 の 教育を受ける比率が他の 民族 グ
ル ー プよりは る か に低 い こと が後期中等以 上
の学歴 の マ レ ー 語使用の 減少とな っ て 現れて
い る の で はな い かと思 わ れる o マ レ ー 語か ら
他の 言語 へ の 交替を示すもの と はみ なさな い
ほうが良 い と考えられ る ｡
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表6 は家庭で 使用する言語また は言語の組
み 合わせ と の 関連を見たもの で ある ｡ こ れに
よ ると , 一 言語使用 と二 言語使用 の 比率は学
歴 に よ っ て大差は な い ｡ 一 言語使用 のうち英
語は学歴の 上 昇とともに 使用が増大して い る ｡
学歴 ｢ 無｣で は わずか 2% しか英語を使用 し
て い な い が , 大学教育終了者の 家庭 で は49 %.
が英語の み を使用 して い る ｡ 中国語方言の 場
合は こ れと逆で , ｢ 無｣ で53 %もあ っ た使 用
が ｢大学教育終了｣ で は1 1%まで 低下 して い
る ｡ 華語は学歴 ｢ 無｣ か ら ｢ 初等教育終了｣
との 間で は伸 びを示すが , それ以上 の学歴に
なる と , ほ とん ど変化が なく , 前期中等教育
以上 の すべ て に お い て 英語に 及ばな い ｡ 二 言
語使f削二お い て も っ とも多 い組み合わせ は ,
華語と非公用語 (中国語方言), つ い で 英語
と非公用語と な っ て い る ｡ 初等中等教育で の
英語の 重視 ( 第一 言語 , 主要教授言語) と華
語の 学習 ( 中国系生徒の 第二 言語) の 影響を
感 じさせ る ｡ こ れら の組み 合わせ の 場合も英
表6 世帯主 の学歴別家庭内使用言語 (5歳以上 人 口)a' (o/.)
計 無 b) 初等教育 前期中等教育 後期中等教育 大学教育
終了 c) 終 了 p 終 了 終 了
計 100.0 100. 100.0 100, 100. 100.0
一 言 語 使 用 82.3 82.1 82.5 8.2.4 81.6 83.2
英 語 13.3 1.9 8.2 26.3 37.9 48.9




マ レ ー 語 13.9 12.9 18.7 1L1.1 5.0 1.1
タ ミ ル 語 2.7 2
.8 3.5 二Z
.2 1.3 0.9
中国語方言 33.7 52.9 28.5 1'7.9 14
.9 10.6
そ の 他 0.6 0.4 0.5 ().7 0.8 1
.5
二 言 語 使 用 17.2 17.4 17.0 17.0 17.7 16.1
英語 &華語 1.7 0.9 1.6 ;～
.4 3.4 3.9
英語& マ レ ー 語 0.8 0.5 0.9 1.2 0.8 0.4
英語& タミ ル 語 ~ 0.5 0.4 0.5 ().6 0.4 0.3
英語&非公 用語
華亨五 & 爪 用 五
5.2 5.2 3.9 (;.1 7.4 7.2
ロロ ム 口 口
華語 &非公用 語 8.5 9.7 9.6 (;.4 5.4 4.0
そ の 他 の 二 言語 0.5 0.7 0.5 ().3 0.3 0.2
三 言語以上 使用 0.5 0.4 0.4 ().6 0.8 0.7
総 数 (人) 2,366,211 872,954 770,514 4≡;,837 174,729- 104,17
a) 引用 文献 】) p･ 川7. Table41か ら作成 ｡ 学生 が世帯主の 世 帯を除く ｡
b) 初等教育未終了を含む ｡
c) 前 期中等教育末終了を含 む｡
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語と の 併用 の 方が学歴の 上 昇とともに 高くな
り , 華語との 併f削ま低 い 学歴区分で 高い ｡
次に 社会 ･ 経済的地位の もう
一 つ の 指標と
して 世帯収入をと りあげ, こ れ と家庭 の使用
言語の 関係を見て い く こと に する ｡ 表7 は ,
世帯の 収入区分別に 見た家庭の 主要言語の 分
布を示したもの で ある ｡ こ れ に よ る と500 ド
ル 以上 の 区分 にお い て , 英語の 使用 は収入の
上 昇に応 じて 高くなる ｡ 華語 は ｢50 ドル 未
満｣ から次の 区分で 増大す る が , 2,000 ドル
以上 で は , 収入区分が高くな るに つ れて 使用
が低下 する ｡ 中国語方言は ｢500ドル 未満｣
で 最も高く50% , そ の 上 の 区分で38% に低下
し , またその 後 わずかずつ 上 乳 ｢5,000 ドル
表7 世帯の 収入 別家庭内使用主要言語 (5歳以上 人 口)
a' (%)
計
500 ドル 500- 2,000- 3,500
- 5,000 ドル
未 満 1,999 ドル 3,49. ドル 4,999 ドル 以 上
計 100.b lわo.o 100. 100. 100.0 100.
英 語 19.2 l5.1 8.7 16.6 24.1 37.5
-◆ 十 重五辛 口ロ 23.6 18.2 30,5 23.6 18.3 16.6
中 国 語 方 言 39.4 50.1 38.2 39.7 42.4 37.5
マ レ ー 善玉plコ 14.3 13.1 19.0 16.2 ll.6 5
.7
タ ミ ル 語 2.9 2.5 3.2 3.4 2.8 1.8
そ の 他 0.6 0.9 0.5 0.6 0.7 0.9
総 数 (人) 2,367,884 44,696 797,740 681,244 387,645 456, 59
a) 引用文献 1) p.103. Table 37 か ら作成 ｡ 収入 は月額 o 単位は シ ン ガポ
ー ル ･ ド ル o 全世帯 の 平均
月額収入 は , 3,076 ドル (中国系3,213 ドル , マ レ
ー 系2,246 ドル , イ ン ド系2,859 ドル , そ の1th3･885 ドル)o
世帯 の 平均規模 (1世帯あた り世帯人員数) は , 4･2 人( 中国系4･2 人, マ レ
ー 系4･7 人, イ ン ド系4･2 人,
そ の 他3.8 人)0
表8 世帯の 収入 別家庭内使用言語 (5歳以上 人 口)
a' (%)
計
500 ドル 500- 2,000- 3,500
- 5,000 ドル
未 満 1,999 ドル 3,499 ドル 4,999 ドル 以 上
計 100.0 100. 100. 100. 100. 100.0
一 言 語 使 用 82.3 90.8 84.7 83.3 81.1 76.8
英 語 13.3 12.2 6.0 ll.7 16.6 25.6
華 語 18.2 15.6 25.2 1 8.0 12.7 ll.1
マ レー語 13.9 12.7 18.6 15.0 ll.2 5.4
タ ミ ル 語 2.7 2.4 3.0 3.2 2.6 1.6
中国語方言 33.7 47.0 31.5 34.3 37.4 32.3
そ の 他 0.6 1.0 0.4 0.5 0.6 0.8
二 言 語 使 用 17.2 9.0 15.0 16.2 18.3 22.3
英語&華語 1.7 1.0 1.2 1.7 1.9 2.5
英語& マ レ ー 語 0.8 0.6 0.7 0.9 0.8
0.7




5.2 2.5 2.2 4.1 6.8 l l,0
華昌口 & ム 用自,]
華語&非公 用語 8.5 4.4 10.1 8.3 7.6 7.0
そ の 他 の 二言語 0.5 0.3 0.4 0.6 0.6 0.6
三言語 以上使用
総 数 (人)
0.5 0.1 0.3 0.5 0.6 0.9
a) 引用文献 1) p.108. Table42 から作成 o 収入 は月額 o 単位は シ ン ガポ
ー ル ･ ド ル o 全世帯の 平均
月額収入 は, 3,076 ドル ( 中国系3,213 ドル , マ レ
ー 系2,246 ドル , イ ン ド系2,859 ドル , そ の他3,EB5 ドル)o
世帯 の 平均規模 (1世帯あたり世帯人員数) は , 4･2 人( 中国系4･2 人, マ レ
ー 系4･7 人, イ ン ド系4･2 人･
そ の 他3.8 人)｡
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以 上｣ で 再び低下 する ｡ 表8 は世帯の 収入区
分別に 見た家庭の 使用言語また は言語の 組み
合わ せ を示 した もの で ある ｡ 一 言語使月]は
｢500 ドル 未満｣ で 最も高く , ｢5,000 ドル以上｣
で 最も低 い ｡ 二言語使用及び三言語使用は共
に , 収入区分が高くなる に つ れ , 高くなる ｡
英語の み の場合は50 ドル 以 上 の 収 入 区分 に
お い て は , 収入が高くなる に つ れその使用が
高まる ｡ 英語 と非公用語 (中国語方言) の 併
用も これ と同じ傾向が 見られる ｡ 華語の み ,
または華語と非公用語の 併用 は ｢500- 1,999
ドル｣ の 区分で上 昇 し, 次の 区分か ら徐々 に
低下 すると い う共通の パ タ ー ン が見らilる ｡
華語は どち らかと言え ば中産階級の 言語と言
う べ き様相を示 して い る ｡ 中国語方言 は最も
低 い 収入 区分で 使用 が高 い が , その 上の 区分
に お い て は , 大きく低下 し, また上 昇し , 再
び低下 して い る ｡ 学歴別に 見た際の ような 一
貫 した低下傾向は見ら れな い ｡ 表7 , 表8の
｢500 ドル 未満｣ に お い て英語の 使用がそ の 上
の 区分より高 い の は 不可 解だが , おそ らく学
生 を世帯主とす る世帯を除い て い な い ためで
はな い かと推測さ れ る ｡ 個人 の 収入 で はなく




本稿で は主と して1990年の セ ンサ ス 報告 に
基 づき , シ ン ガ ポ ー ル の 家庭に お ける言語使
用状況の 推移と現況を見て きた ｡ 多言語状況
は今もなお 家庭の 中にまで 見られ る ｡ そ の 一
方 で , 80年代の 二 つ の 公的言語政策の 影響を
反映し , 英語並び に中国系の家庭で の 華語 へ
の 言語交替が , 特 に若年層で進 んで い る こと
も明らか とな っ た ｡ 代わ っ て 中 国語方言の 使
用が大きく後退 して い る ｡ 方言の使用者は主
と して 高齢層に多い ため , 方言使用 の後退は
今後自然に 進むで あろう と予測され る ｡ しか
し方言の使用 が シ ン ガポ ー ル 社会か ら完全に
消失する の か どう か , また消失する と して も
どの ようなと ころ に その 名残りをと どめる の
か (アク セ ン トか , 固有名詞 な どの 発音の み
か), さ ら に消失すると して も方言 に 代わ る
家庭の 言語が中国系の 場合英語 になるの か ,
華語 に なる の か , また はそれ らの 併用に なる
の か , 現在 の と こ ろ はまだ断定で きる段階で
はな い ｡ こ の 国の 言語状況の 変容 は今後もな
お多くの 関心を ひく問題 で あろう ｡
注釈
* 1 ′j､論 は高岡短期大学委任経理金によ る海外調査研究成果の 一 部 で ある ｡ シ ン ガ ポ ー ル で の 調 査 に 先
だ っ て , 国立教育研究所の梶田美春社会教育研究室長に は , 同 国 の 教育制度の 解説 , 参考文献の供与,
シ ン ガポ ー ル の教育省, 国立教育大学等の 専門家 - の紹介の 労をと っ て い た だくな ど大変お世話に な っ
た ｡ 現地 で の 調査に 際し て は多くの 方々 に便宜をはか っ て い た だ い たが , 特 に , 教育省カ リ キ ュ ラ ム
開発局の英語担当の Le eLay Se e視学官に は英語教育に 関する貴重 な情報 ･ 解説 の提 供以外 にもお
世話にな っ た ｡ ま た , 小論 の執筆に あた っ て は高岡短期大学の 山田晃 一 助教授に シ ン ガポ ー ル の華語,
華語教育 , 中 国語方言等に 閲 しご教示を い ただくと ともに , 貴重な文献の 利用 をお許し い ただ い た ｡
あわせ て こ こ に 心 から の 謝意を表した い ｡
* 2 例 えば, 歴史学の 田中恭子 (｢シ ン ガポ ー ル の 奇跡｣ 中央公論社 1984年, 『シ ン ガポ ー ル の 言語統
合』｢ 近代革命と ア ジ ア｣ 所収 名古屋大学出版会 1987年), 国際関係論の 田村慶子 (｢ 頭脳国家 シ
ンガポール｣ 講談社 1993年), 文化地理学の 太田勇 (｢国語を使わ な い 国- シ ン ガポ ー ル の 言語環境｣
古今書院 1994年) など｡
* 3 シ ン ガポ ー ル の 中国系国民は , 自らを海外か ら の 渡来者の 意の華僑 (ov e rs ea s C hin e s e) に対 す
る意味で 華人 (ethnic C hines e) と称し て い る ｡ 本稿 で は , 他 の 民族 グ ル ー プ の ア イ デ ン テ ィ テ ィ
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の 表現と の 均衡を考慮し , より 一 般的な ｢ 中国系｣と いう表現を使用するが∴華人と同義で 用 い て い
る｡
* 4 シ ン ガポ ー ル 華人が 使う標準中国語 の呼称 ｡ 基本的には標準中国語 と同じ で あるが語蓑や若干の 文
法的相違が観察され ると い う ｡ 本稿 で は シ ン ガポ ー ル の 呼称を用 い る ｡
* 5 シ ン ガポ ー ル の 公的貸料, 特 に 教育関係資料は三公用民族語を
`
m othe r tongu e
' ( 母語) と 表現
して い るが , こ れ は言語学的には正 しく な い ｡ 本稿 で 見て い くとおり , 人 々 が最初に獲得する言語が
こ れら の 公 朋吾と は限ら な い か ら で ある ｡ あ くま で も行政上 の便利 の ため に使用され て い る に過 ぎな
い ｡
* 6 世界の 諸英語
`
W o rld En glishe s




. こ の 呼称 は K a chu r uの 論文 ` `T he Other Ton gue ‥ En glish Acros s Cultu re s
'
(1983) で 初め て 用 い られ て , 以 来多くの研究者が引用して い る ｡
* 7 こ の 教育制度は い わゆ る ゴ ー . レ ポ ー ト (Rep o rt o n the ML-nistry ofEdu c atio n 1 9 78) の 答
申に 基づ き導入 されたもの で あるが , 世 に シ ン ガポ ー ル 型と呼ば れる徹底した早期選 別は こ れ に より
始 ま っ た ｡ な お こ の 制度は91年 に 一 部修正 され , 振り分け の 時期を四年次終了時に繰 り延 べ , 選 別 試
験も合否試験か ら選別試験に 変わ っ て い る ｡ し か し , 初等教育段階で の 能力別 コ ー ス 振 り分け は , 覗
在 で は世界でもまれな早期選別で ある こ と に 変わりは な い ｡
* 8 中国語の 方言差は大きく , 日本人が通常考える 一 言語 の方言と いうよ りは別な言語とみ なすほう が
理に か な っ て い る と い う｡ セ ン サ ス 報告で も, 英語 , 華語 , マ レ ー 語 な どと並 び
一 つ の 言語と し て 扱
われ て い る ｡
* 9 Hugo B . Be ards rnore は
"
Lan gua ge Shift and lmplications in Singapor e
"
, 引用文献4)
p.49 に お い て こ の ような例 を
`
e xtr e me c as e
'
と し て い るが , 本稿3･3中の デ ー タ で見る限り, そ れ
ほど極端 なケ ー ス と は思 れわ な い ｡
引用文献
1) フ ロ 7)ア ン ･ ク ル マ ス ｢こと ば の経済学｣ 大修館書店 1993年 . ク ル マ ス は 同書 に お い て Ba rba r a
F Gr L
.
m e Sの LJa ngu age S Of the Wo rld(Dallas, Tx , 1988) 中の (イ ン ドネ シ ア で6 0), マ レ
ー
シ ア で100, シ ン ガ ポ ー ル で24の 言語が存在すると いう記述をあげ つ つ も Grim e sがきわ め て少数 の 使
用者しか い な い言語も多く含め て い ると して , も っ と抑制的な教え方を示唆して い るが , そ れ で も こ の
地域が極端な多言語地域で ある こ と に変わ りはな い と し て い る ｡
2)SL'n gapo r eCe n s u s of Populatio n 1990-IノL
'
ter a cy, La ngu age s Spoke n a nd E du c atio n, De-
pa rtm ent of Statistic s, Sin gapore, 1993･
3) 引用文献 2) p.23. 例 をあげると , 中国系の 福建語 , 潮州語 , 広東語, 客家語 , 海南語 , 福川語 な
ど, マ レ
ー 系の ジ ャ ワ 語 , ブ ギ ス 語 な ど, イ ン ド系 の マ ラヤ - ラ ム 語 , パ ン ジ ャ ブ語 , ベ ン ガ ル 語 , シ
ン ハ ラ語な ど｡
4) Kuo , E d die C. Y . and Jer nudd, Bijor n,
"
Balan cin g M a c ro- and Micro- So ciolinguistic
perspe ctive sin La ngu age M an age ment‥the Case of Sin gapore
"
, La ngu age, So ciety a nd
Edu c atio n i
-
a SirLgaPO r e :Is s u e s a nd Tr e nds, S･ Gopl n athan , An ne Pakir, Ho W ah Ka m
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Language in the Ho m e Do m ain in Singapo r e
- An An alysュs Ofthe 1990 Ce n s u sRepo rt
-
Kazuko K O B A Y A S HI
(Rec eived October 31, 1995)
A B ST R A C T
The purpos e of the pres ent paper is to a n alyse the tr e nds in la ngu age
u sein the ho m e
do m ain in Sin gapore, ba s ed on the r e c e nt 1990 Cen s us Repo rt with a vie
w to dis c ussing
the influ e n ce the offic al la nguage policiesim ple m e nted since t he late 1970
'
s hav e ex e rted
on lan gu age us ein the ho m e･
T he Republic of Sin gapore w hich has a chiev ed a re m a rkable ec o
n o mic gr o wth in its
sho rt history lS a n ethnically a nd linguistically div ers e n atio n･ Sin c eits
fullindepe n-
de nc ein 1965, n atio nal integratio n has alw ays been an is s ue ofpa ra m ou
ntim portan c e
in the ta sk of n ation-building, and the gov e r rn e nt ha s pro m oted the la ngu age policies
of m ultilingu alis m (de sign ation of fo u r offic al la ngu age s) a nd bilin gu al edu c
atio n to
this e nd.
spe cial im portan ce has be e n gl V e ntO tw o Officialla ngu ages;
English a nd M a nda rin
c hin es e. En glish is n ow fir mly estab lished a sthe do 血 n a nt w o
rking lan gu age in all
public do m ain s-ad rninistration ･ m oder n bu sin e s and edu c atio n ･
The us e of Ma nda rin
in pla ce of C hin es ediale cts ha s also be en pr om oted･
Ho wev e r, to u nder stand the ov e ralls o ciolinguistic situ ation in Singapor e,
a nd to
ass e s singapore
,
s lan guage plan ning and policies, carefulstudy
of la ngu age use in the
prl Vate , info r m al do m ain is indispe ns able ･
K E Y W O R D S
singapor e, M ultilin gu al s ociety, Official langu ages･ Ethnic
la ngu age s, Lan gu age
policy, Bilingu al educ ation , English, M a ndarin C hin ese
